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今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ
人権ってなんでしょう。
　『人権』は歴史的みると、西欧で生まれた考え方で

す。人は１人ひとりかけがえのない尊いものであると

いうことから、いかなる場合にも踏みにじったり、無

視したりしてはならないものを人権と考えたのです。

人権は、すべての人がいつでも・どこでも・同じよ

うに持っている権利で、平等にそして無条件に尊重

されなければなりません。人権・性別・出自・信条・

政治的意見などの理由による差別は許されません。

春への足音を感じる～梅の花～

　１月 29 日に鹿児島気象台から梅の開
花が発表されました。
　梅の花の可憐な姿や、飛び交うミツバ
チの様子に近づく春を感じてしまい、思
わずカメラのシャッターを押しました♪
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